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東院地区庭園は、園池 SG 五八00の変遷に基づいて大きく第 I 期(最下層)、第 E期(下層)、第E
期(上層)という三時期に区分される。第E期は、建物や給排水設備の重複関係から、さらに三期に分





東院地区園池の第ill-l 期は、遺構から神護景雲元年 (767) の玉殿のものであったと推定される緑
粕瓦が出土していることから、「東院玉殿」とそれに附属する園池であった可能性が高い。 ill-l 期が
「東院玉殿」である以上、同じ園池である第 E期も東院と関係する園池であったと見るべきである。さ























































③天平 5 年 (733) 以降、元日節会の儀場と内容が、「侍臣」は中宮において宴し、「自余五位以上」は
朝堂において饗するというように、立場に応じて使い分けられるようになった。侍臣儀は、法制上の





馬寮東宮街域の北限をなす築地 SA 六一五Oの北雨落溝の北に掘られた東西溝 SD 六四九九の東端よ
り西約10メートルの地点を中心に、土墳状に広がる溝底から出土した「嶋掃」木簡の分析を行ったもの
である。以下の 2 点を指摘した。






































































































附論・第五章 11庭」に関する一考察一大嘗宮を中心として-J では、日本古代の「庭J の歴史的展
開と、「庭J で開催された大嘗祭の空間的な特質を論じている。
終章「今後の課題」では、本論を踏まえつつ、今後の研究課題として、平安京における天皇のための
庭園である神泉苑の研究と、中国や朝鮮における皇帝・王のための庭園との比較研究が掲げられている。
本論文は、東アジア世界史のなかに日本古代宮都を位置づけるという広い視野から、庭園の利用と維
持・管理を具体的に明らかにするとともに、聖武朝の画期性を明確に導きだした点に意義がある。その
成果は、日本古代史研究の発展に寄与するところ大である。よって本論文提出者は、博士(文学)の学
位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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